



















































































































































































































































































































































































































Can we talk to our students about literature on the same level that someone 
teaches neighborhood kids how to play the Japanese drums ? 
となっていまして、近所の子供たちに和太鼓を教えるのは「someone」になっ
ています。でも、これは実は私自身のことであります。中学・高校・大学とア
マチュアではありますが、私は筋金入りのパーカッショニストでありまして、
ですから、近所にある和太鼓のグループから誘われたときも即座に参加してや
っていけたわけです。こちらの方も十数年になりますが、最近はプレイヤーと
してよりもインストラクターの方に比重がかかっています。近所の子供たちを
集めて教え始めて約四年になりますが、こちらの方でも、ジ、ユニアコンクール
というのがありまして、県予選で連続入賞（ 5位以内）という成績です。去年
-37-
は、 3位だ、ったので、今年はなんとかその上をと，思っていまして、その本番が
ちょうど来週の今日、勤労感謝の日に予定されています（注：残念ながら、結
果はまたまた入賞どまりでした）。で、この方は、技術的なことが主体になり
ますから、私もかみ砕いて具体的に教えられますし、子供たちもそれに応えて
確実に上手になっていきます。「文学」を教えるのも、これと同様に、具体的
かつ明確に、かつまた上達が自分でもよくわかる、というふうにいかないもの
だろうか、というのがこのところ頭を悩ませているテーマです。芸事的な技術
的な訓練を主体にしたものと、心で感じ、頭で考えることが主になる文学教育
とを一緒にすることはどだい無理な話だということはわかったうえで、たとえ
ば、大塚英志が物語の構造分析を創作プロセスに応用してマニュアル化したよ
うに、こうすれば誰にでも「文学」というものの半分くらいまでは理解できる
ようになる、というような方法がないものか、というようなことを考えてあれ
これ悪戦苦闘しているわけです。
まとまらない話で申し訳ありませんが、時間になりましたので終わらせてい
ただきます。
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